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1：自己紹介

2：世界自然遺産共同企業体の活動概要・実績紹介

3：世界自然遺産沖縄基金 助成事業紹介
世界自然遺産基金方針理・運用体制等
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自己紹介
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世界自然遺産推進共同企業体 事務局長
日本トランスオーシャン航空株式会社
波照間 弘光（はてるま ひろみつ）

【経歴】
1984年 南西航空株式会社 入社
2013年 久米島支店長
2016年 宮古支社長
2018年 販売推進部長
2021年 価値創造推進部 部長
2023年 執行役員
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４

世界自然遺産共同企業体 活動概要

世界自然遺産共同企業体における設立目的と活動内容（規約抜粋）

（目的）
本企業体は、奄美大島、徳之島、沖縄島北部、及び西表島の世界自然遺産への登録を念頭におき、

特に沖縄島北部、及び西表島を中心とする世界自然遺産登録地をはじめとする沖縄県内での環境保全・
地域振興活動を目的とする。

（活動内容）
本企業体構成企業は、次の事項についてそれぞれで活動することとする。
また、本企業体としての具体的な活動内容等については、総会や担当者会議を以って決定するものとする。
(1) 希少種及び自然環境の保護
(2) 世界自然遺産に関する普及啓発、調査・研究等
(3) 密猟・密輸防止対策
(4) 行政による普及啓発等への参加及び協力
(5) 希少種及び自然環境の活用を通じた地域貢献・地域振興
(6) SDGsの推進による社会の持続的発展への貢献
(7) その他協議会の目的達成のために必要な活動

次世代への自然の継承のため、今期は環境保全活動・普及啓発活動に加え、
入域管理やオーバーツーリズム対策等について積極的に関係各所との意見交換を実施し、

今後の企業体の具体的な方針・活動計画につなげる取り組みを行う。
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2022年

3/4～19
・沖縄美ら島財団、共同企業体主催
「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島
世界自然遺産展」の開催

5/17
・愛知中パナソニック会への企業体活動紹介及び
寄付金受取

４月 ５月 ６月７月 ８月 ９月 10月 11月 1月 2月 3月12月

2023年

世界自然遺産共同企業体 活動実績（2022-23年度活動概要）

10/8
・やんばる3村ビーチクリーン活動

7/20
・第4回 通常総会

3/24 ・世界自然遺産沖縄基金寄付金合同贈呈式1/28 タイアップイベント
・やんばるの森ネイチャーガードツアー体験

12/19
・沖縄美ら島財団サイトに世界自然遺産沖縄基金
サイトを開設し、一般の個人。団体からの寄付募集
開始
（活用内容）
① 自然環境の保全活動 ② 調査研究
③ 普及啓発 ④ 人材育成等
https://churashima.okinawa/wnhof/

4

https://churashima.okinawa/wnhof/


©2024世界自然遺産推進共同企業体 ALL Rights Reserved. 

世界自然遺産共同企業体 活動実績（2022-23年度 会員活動）

企業名 活動内容

オリオンビール株式会社 「オリオン ザ・ドラフト 世界自然遺産登録記念デザイン缶」等の商品販促を通じた「やんばるの森」保全活動

安栄観光 脱炭素化に配慮「電動モビリティー」の推進

株式会社沖縄環境保全研究所 やんばる地域での希少野生生物の現状把握、映像記録、外来種の監視等

太平電機株式会社 ECOひいきプロジェクト 「地域の自然を守るタオル」販売による地域、保護団体への支援活動 「どうぶつレスキューボックス」導入ロードキル対策(奄美大島)

イオン琉球株式会社 やんばる地域での環境活動（国頭村イヌマキ・さくら植樹、大宜味村ビーチクリーン、東村ビーチクリーン）

公益財団法人イオン環境財団 植樹（イオンの森づくり）、環境活動助成、環境教育、パートナーシップ

日本たばこ産業株式会社 沖縄支社 JTが推進するRethink Creator PROJECT 「地域デザインファクトリー沖縄」

JTB沖縄、辺士名高校ｻｲｴﾝｽ部、okicom、NTT 「やんばるの森」希少生物ARコンテンツの開発・活用

沖縄美ら島財団、ビーンズラボ、NTTドコモ 「タイワンハブ捕獲罠IoT実証実験」の実施

沖縄美ら島財団 海洋博公園内施設での普及啓発活動（生物観察会）

NTTドコモ 「入域マナー啓発メッセージ」の表示 Wi-Fiプロジェクト

日本トランスオーシャン航空、NTTドコモ 「やんばるの森ネイチャーガイドツアー」の開催

日本トランスオーシャン航空 世界自然遺産特別デザイン機の運航、ロードキル・違法な採取の防止

日本郵便(株) 沖縄支社 郵便局ネットワークを活用した「世界自然遺産」の普及啓発活動の実施

どうぶつたちの病院 沖縄 世界自然遺産地域（やんばる・西表）における、野生動物の生息域内・域外保全への取組み

【参考】

世界自然
遺産展

(2023年3月
開催)

で展示した
活動一覧

企業名 活動内容

太平電機株式会社 ECOひいきプロジェクト 地域の自然を守る®事業、どうぶつレスキューボックス、生物保護装置事業、その他支援事業

沖縄コカ・コーラボトリング 支援自販機設置(やんばる3村観光協議会)、 国頭村・大宜味村との取り組み、イヌマキ育樹祭ほか

NPO法人やんばる地域活性サポートセンター 「ヤンバルクイナ リハビリセンター」建設、「自然・文化活用地域創成シンポジウム2023」開催ほか

企業体有志 「世界自然遺産登録１周年記念イベント やんばるビーチクリーン」（国頭村・大宜味村・東村）
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４

世界自然遺産共同企業体 活動概要（2023-24年度活動計画）

2023年
7月～9月

2023年
10月～12月

2024年
1月～3月

2024年
4月～6月

会議体

中期的活動

環境保全活動

普及・啓発活動

基金

・7月 7日 役員会
・7月14日 第5回通常総会

・各取り組みごとに事務局会議を随時開催

・今期は、企業体の中長期的な活動計画策定に向けて、やんばる3村、竹富町、奄美共同企業体等との意見交換
を実施する機会を設け、企業体として優先的に取り組む課題を設定し、具体的な目標設定と取り組みに向けた仕
組化を検討する。

・沖縄県への基金拠出要請及び一般個人団体への基金募集を継続実施する。

西表島ビーチクリーン
日時：10月18日（水）
場所：西表島
参加対象：企業体会員

外来種（ツルヒヨドリ）駆除活動
日時：11月25日（土）
場所：大宜味村田嘉里
参加対象：企業体事務局

やんばる３村ビーチクリーン
日時：9月17日（日）
場所：3村内ビーチ
参加対象：全企業体会員

（検討中）
ヤンバルクイナ
施設見学

・自治体や地域と連携した参加型の環境保全活動にも参加

・沖縄県及び登録自治体と連携し、自然環境価値の普及や入域ルール・マナー等の啓発活動を行う
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共同企業体会員の状況（参加企業・団体 55社）2024年2月現在

1.イオン琉球株式会社

2.株式会社 エフエム沖縄

3.オリオンビール株式会社

4.キリンビール株式会社沖縄支社

5.株式会社 ジャンボツアーズ

6.タピックグループ

7.有限会社 安栄観光

8.沖縄コカ・コーラボトリング株式会社

9.沖縄セルラー電話株式会社

10.株式会社 沖縄タイムス社

11.沖縄テレビ放送株式会社

12.沖縄ポッカ食品株式会社

13.株式会社 沖縄海邦銀行

14.一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

15.株式会社 沖縄銀行

16.一般社団法人 沖縄県レンタカー協会

17.日経教育グループ

18.一般社団法人 八重山ビジターズビューロー

19.八重山観光フェリー株式会社

20.株式会社 八重山日報社

21.株式会社 八重山毎日新聞

22.琉球朝日放送株式会社

23.株式会社 琉球銀行

24.株式会社 琉球新報社

25.琉球放送株式会社

26.NHK沖縄放送局

27.株式会社 ラジオ沖縄

28.石垣島ケーブルテレビ株式会社

29.石垣島空港ターミナル株式会社

30.株式会社 パム コークリエーション

31.いであ株式会社沖縄支社

32.那覇空港ビルディング株式会社

33.一般財団法人 沖縄ITイノベーション戦略センター

34.株式会社 沖縄環境保全研究所

35.南部観光協力会

36.全日本空輸株式会社沖縄支社

37.太平電機株式会社

38.株式会社 南都

39.アニコムホールディングス株式会社

40.公益財団法人 イオン環境財団

41.NPO法人 やんばる・地域活性サポートセンター

42.株式会社 南西環境研究所

43.日本たばこ産業株式会社沖縄支店

44.株式会社ビーンズラボ

45.日本カーソリューションズ株式会社

46.株式会社 沖縄ファミリーマート

47.株式会社 JTB沖縄

48.アソビュー株式会社

49.ダイドードリンコ株式会社

50.株式会社 未来図

(以上、参画順、以下※事務局企業)

51.日本トランスオーシャン航空株式会社 ※

52.日本郵便株式会社 沖縄支社 ※

53.株式会社 NTTドコモ ※

54.NPO法人 どうぶつたちの病院沖縄 ※

55.一般財団法人 沖縄美ら島財団 ※
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世界自然遺産共同企業体 活動実績例（2023年度）

8

登録前、後のギャップ（現状）
悩み・問題点

課題
企業体に求めること

課題解決イメージ
具体的アクション

1 2 3

2023年11月16日（木）にやんばる3村、沖縄県、環境省、共同企業体事務局による意見交換会を実施。
世界自然遺産登録前の期待と登録後の「ギャップ」や共同企業体に求めること、問題課題の解決策イメージなどの
議論を行った。

（参加者合計）19名
国頭村役場 5名、東村役場 2名、東村役場 3名
沖縄県 1名、環境省 1名
共同企業体事務局企業 8名
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世界自然遺産沖縄基金について
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●世界自然遺産沖縄基金取扱規則

世界自然遺産基金の造成、管理及び運用に関する事項についての取り扱い方法を定めた「世界自然遺産基金規則」
に基づき業務の適正かつ円滑な運用を行う。（目的、基本方針、寄附の手続、管理の方法、基金の使途など）

●世界自然遺産沖縄基金助成事業

沖縄北部及び西表島における世界自然遺産登録地において、その価値を将来にわたって維持・持続できるよう、自然
環境の適正な保全管理、自然の恵みに関する普及啓発、調査研究や保全活動に取り組む地域の人材育成などに必
要な活動資金の助成事業の対象者選定及び助成金の交付を行う。

世界自然遺産推進共同企業体 一般企業・個人 その他

世界自然遺産沖縄基金は、共同企業体に所属する、沖縄美ら島財団が設立し、管理・運営を実施。
「沖縄島北部及び西表島」について、登録地の顕著で普遍的な価値を未来にわたって維持していくために、企業や団体、
地域住民等の取り組み支援として、主に「世界自然遺産沖縄基金助成事業」に活用。

沖縄基金概要

寄付

沖縄美ら島財団管理・運営

企業・団体・地位住民・研究者等が取り組む保全活動、普及啓発、調査研究などを支援

申請書
助成金

報告等
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世界自然遺産沖縄基金の現状報告

【造成状況】

2024年2月現在：1,922,937円

【寄付一覧】
・日本トランスオーシャン航空株式会社（JTA）
・株式会社 JAL JTAセールス
・株式会社 ジャルパック
・日本郵便株式会社 沖縄支社
・株式会社NTTドコモ 沖縄支店
・イオン琉球株式会社
・一般財団法人沖縄美ら島財団
・八重山観光フェリー
・愛知中パナソニックショップ会パナソニックマーケティングジャパン㈱
・Future Memory合同会社
・個人（3名）
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４

世界自然遺産沖縄基金 助成事業について

令和5年11月1日より応募を開始し、現在、関係者にて審査を実施中。（結果通知は2月下旬予定）
初年度にも関わらず、広報努力もあり、20件以上の申請実績があった。

《対象事業》
（1）沖縄島北部および西表島の世界自然遺産登録地に関する自然環境の保全管理、調査研究、

普及啓発、教育及び技術開発、保全活動に取り組む地域の人材育成等の事業
（2）その他（1）の目的の達成に必要な事業

《活動期間》
令和6年4月1日以降開始事業
※1年間を原則とするが、延長申請含め、最長で2年間の期間申請が可能

《応募対象者》
・大学等に通う学生・生徒および教育・研究機関
※学生・生徒等の場合は、指導教官等の承諾が必要
・NPO法人等の法人格を有するもの
・民間企業等の団体または個人で18歳以上であること。

《助成金額》
総額：100万円程度
１）調査研究・技術開発：１件あたり上限50万円以内
２）普及啓発等活動 ：１件あたり上限30万円以内
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４

最後に
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今期は、企業体の中長期的な活動計画策定に向
けて、沖縄県内での意見交換や体制づくりなどを議
論しています。
今後は、奄美共同企業体との意見交換も実施する
機会を設け、同じ企業体として取り組んでいく課題な
どについて、意見交換を実施し、貴重な自然遺産を
守り、未来へ繋ぐ責務を果たすべく、遺産推進活動
を継続してまいります。
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